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八
人
、
小
堀
学
長
が
短
大
の
二

十
二
人
の
一
人
ひ
と
り
に
奨
学

賞
と
奨
学
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
教
職
員
ら
約
八

十
人
が
臨
席
し
、
学
生
の
努
力

を
た
た
え
て
、
温
か
い
拍
手
を

送
り
ま
し
た
。 

 

受
給
者
の
学
部
別
内
訳
は
、

文
学
部
十
八
人
、
経
営
情
報
学

部
十
四
人
、
美
術
文
化
学
部
二

十
六
人
で
、
短
大
の
学
科
別
で

は
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
六
人
、
生
活
文
化
学
科
十

六
人
で
し
た
。
短
大
を
含
め
た

学
年
別
で
は
一
年
十
八
人
、
二

年
二
十
六
人
、三
年
二
十
三
人
、

四
年
十
三
人
で
し
た
。 

 

難
易
度
が
高
い
漢
字
能
力
検

定
準
一
級
に
合
格
し
た
荒
井
康

介
さ
ん
（
日
本
文
学
科
二
年
）

は
、「
い
た
だ
い
た
奨
学
金
を
使

っ
て
、
次
は
超
難
関
の
一
級
合

格
を
目
指
し
た
い
」
と
次
の
挑

戦
に
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。
難

関
の
基
本
情
報
技
術
者
試
験
な

ど
四
種
類
の
試
験
・
検
定
に
合

格
し
た
桒
原
祐
大
さ
ん
（
ネ
ッ  

清
鐘
台
奨
学
金 

学
生
の
自
己

啓
発
を
支
援
す
る
目
的
の
制
度

で
、
学
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
篤

志
で
創
設
さ
れ
た
清
鐘
台
基
金
を

も
と
に
設
け
ら
れ
た
。
各
種
の
資

格
取
得
、
検
定
試
験
合
格
、
公
募

展
の
入
賞
な
ど
に
対
し
、
難
易
度

に
応
じ
て
十
万
円
な
い
し
五
万
円

を
給
付
し
て
い
る
。 

美
幸
、
南
吉
野
、
平
能
千
愛
、

越
田
雅
恵
（
以
上
国
際
）
杉
林

亜
希
、
岡
部
茉
莉
香
（
以
上
言

コ
ミ
）
宮
西
博
子
（
生
活
文
化
） 

 

▽
Ｃ
Ｇ
検
定
２
級 

桒
原
祐

大
（
ネ
ッ
ト
）
中
村
裕
光
、
笠

瀬
秀
一
郎
（
以
上
情
デ
）
▽
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
検
定
２
級 

桒

原
祐
大
（
ネ
ッ
ト
）
笠
瀬
秀
一

郎
（
情
デ
）
▽
画
像
処
理
検
定

２
級 

中
村
裕
光
（
情
デ
）
▽

初
級
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ

桒
原
祐
大
（
ネ
ッ
ト
）
飯
田
恭

規
、
平
生
典
子
（
以
上
経
情
）

岡
崎
美
保
（
情
デ
）
▽
秘
書
技

能
検
定
２
級 

桑
原
舞
子
（
日

文
）
平
能
千
愛
（
国
際
）
小
島 

河
原
真
理
子
、
重
吉
佑
香
、
隣

浩
和
（
以
上
ネ
ッ
ト
）
竹
原
瞳
、

本
郷
め
ぐ
み
（
以
上
情
デ
）
石

川
祐
貴
子
、
松
下
奈
々
枝
、
稲

垣
重
行
、
河
崎
奈
津
美
、
堀
内

住
安
、
内
藤
傑
（
以
上
文
財
）

大
門
亜
祐
美
、
荒
弥
生
（
以
上

生
活
文
化
）
片
山
美
幸
、
北
島

仁
美
、
中
田
真
美
子
、
藤
井
聖

子
（
以
上
言
コ
ミ
）
田
主
千
尋
、

谷
口
来
夢
、
長
野
有
沙
、
三
浦

朋
子
、
西
野
聡
美
、
新
井
田
歩

実
、
樋
口
美
香
、
三
宅
い
づ
み

（
以
上
生
活
文
化
）
▽
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
５
５
０
点
以
上 

中
口
美

幸
（
国
際
）
▽
実
用
英
語
技
能

検
定
２
級 

紙
谷
松
美
、
中
口 

清
鐘
台
奨
学
金
受
給
者
の
皆

さ
ん
。
（
カ
ッ
コ
内
は
学
科
） 

 

◆
十
万
円
▽
漢
字
能
力
検
定

準
１
級 

荒
井
康
介
（
日
文
）

塚
本
恭
子
（
生
活
文
化
）
▽
基

本
情
報
技
術
者
試
験 

桒
原
祐

大
（
ネ
ッ
ト
）
谷
村
圭
介
（
情

デ
）
門
多
恭
平
（
日
文
）
▽
日

本
海
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
コ
ン
テ

ス
ト
グ
ラ
ン
プ
リ 

寺
本
直
洋

（
情
デ
）
▽
日
展
入
選 

青
木

良
識
、
山
田
陽
平
（
以
上
美
工
） 

 

◆
五
万
円
▽
漢
字
能
力
検
定

２
級 

高
野
宏
親
、
小
蕎
亜
希

子
、
森
田
恵
、
福
村
真
由
美
、

祖
父
尼
慎
也
、
山
根
逸
樹
（
以

上
日
文
）
荒
井
由
紀
子
（
国
際
） 

千
明
（
ネ
ッ
ト
）
岩
見
奈
央
子

（
経
情
）
仙
田
祥
恵
、
福
江
真

梨
子
（
情
デ
）
折
野
貴
規
（
文

財
）
田
村
知
子
、
山
田
時
子
（
以

上
生
活
文
化
）
▽
ビ
ジ
ネ
ス
文

書
検
定
２
級 

安
田
麻
里
（
ネ

ッ
ト
）
▽
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
色
彩
能
力
検
定
２

級 

細
川
理
沙
（
国
際
）
齋
藤

陽
、
伊
藤
亮
、
鈴
木
英
理
奈
、

平
井
祐
美
（
以
上
情
デ
）
萩
野

佳
乃
子
（
美
工
）
城
石
祐
美
子
、

山
下
玲
菜
（
以
上
生
活
文
化
）

▽
二
紀
展
入
選 

森
弘
樹
（
美

工
）
▽
白
日
会
展
入
選 

藤
森

豪（
美
工
）光
風
会
展
入
選 

山

田
陽
平
（
美
工
） 

宮本学長から奨学金を受け取る学生＝４号館講堂 

金沢学院大・学院短大の 

第２回清鐘台奨学金給付式 

受
給
者 

一
気
に
80
人 

資
格
取
得
・
検
定
合
格
の
努
力
た
た
え
る 

 

授
与
式
で
宮
本
学
長
は
、「
今

回
は
七
十
二
名
で
八
十
件
が
奨

学
金
の
授
与
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
心
か
ら
お
め
で
と
う
と
言

い
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
資
格
や
検
定
に
挑
戦
し
て
ほ

し
い
。
こ
れ
ら
は
将
来
に
生
か

せ
る
だ
け
で
な
く
、
学
ぶ
プ
ロ 

セ
ス
で
ど
ん
な
勉
強
が
あ
る
か

を
知
り
、
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
喜
ば
し
い
こ

と
。
奨
学
金
を
無
駄
遣
い
せ
ず
、

有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝

意
を
込
め
て
激
励
し
ま
し
た
。 

 

宮
本
学
長
か
ら
大
学
の
五
十 

 

金
沢
学
院
大
学
・
金
沢
学
院
短
期
大
学
の
第
二
回
清
鐘
台
奨
学
金
給
付
式
は
十
二
月
十
二

日
、
講
堂
で
行
わ
れ
、
資
格
取
得
、
検
定
試
験
合
格
お
よ
び
公
募
展
に
入
賞
し
た
学
生
合
わ

せ
て
八
十
人
に
宮
本
匡
章
大
学
長
、
小
堀
為
雄
短
大
学
長
か
ら
清
鐘
台
奨
学
賞
と
奨
学
金
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
給
者
は
第
一
回
の
二
十
四
人
に
比
べ
て
三
倍
以
上
に
増
え
、

学
生
の
間
で
資
格
、
検
定
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。 

ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
二

年
）
は
、「
好
き
な
こ
と
な
の
で

楽
し
ん
で
勉
強
で
き
ま
し
た
。

一
つ
の
試
験
に
つ
き
二
カ
月
ず

つ
ぐ
ら
い
勉
強
し
た
と
思
う
。

奨
学
金
は
趣
味
の
ほ
か
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
次
の
資

格
取
得
の
た
め
に
使
い
た
い
」

と
話
し
、
こ
ち
ら
も
さ
ら
な
る

向
学
心
を
燃
や
し
て
い
ま
し

た
。 

 

性
同
一
性
障
害
で
講
座 

 

十
一
月
二
十
九
日
に
基
礎
教

育
機
構
主
催
の
土
曜
大
学
第
八

回
公
開
講
座
が
２
号
館
で 

開

催
さ
れ
ま
し
た
。
人
間
と
社
会

シ
リ
ー
ズ
の
第
三
回
「
性
差
と

は
？
性
同
一
性
障
害
を
通
し
て

考
え
る
」
の
テ
ー
マ
で
基
礎
教

育
機
構
小
島
邦
子
助
教
授
が
講

演
し
、
地
元
住
民
ら
参
加
者
二

十
人
が
女
性
問
題
に
関
す
る
研

究
活
動
の
成
果
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
次
回
は
十
二
月
二
十
日

に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
技

術
入
門
」
の
テ
ー
マ
で
開
か
れ

ま
す
。 


